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川崎市多摩川丸子橋河川敷における新たな利活用に向けた社会実験 仕様書

１ 事業目的 

川崎市では、平成 28 年３月に策定した「川崎市新多摩川プラン」を踏まえ、川崎のシンボルで

ある「ふるさとの川・多摩川」の歴史的・文化的資源、そして環境資源を最大限に活かしたにぎ

わいの場（憩い・遊び・学ぶ）の創出に取り組んでいます。

このうち、丸子橋周辺の河川敷には多くの人がバーベキューに訪れていますが、一方では、多

様な市民ニーズに対応した賑わいの創出が求められていることから、河川敷の新たな利活用の可

能性を検討しています。

本社会実験は、民間事業者による水辺の賑わい創出などの可能性を検証し、今後の水辺活用に

向けた検討の参考とするために実施するものです。

２ 実施期間 

河川法に基づく許可を受けた日から令和 2 年 11 月 30 日まで（運用開始は 7 月を予定）

３ 対象区域 

川崎市中原区上丸子八幡町地先（下図赤枠内） 東急線新丸子駅より徒歩 10 分程度

各区域の特徴 

①川寄り上流側 約 7,000 ㎡

（一部でも可）

･上流部は一部舗装され平坦で親水性が高い

･下流部はなだらかな傾斜の草地

･東急線高架下が含まれる

②川寄り新設護岸部 約 4,000 ㎡ ･丸子橋第 1 広場側は平坦で川に向かって傾斜あり

･新設護岸を使用した水面活用が可能

･丸子橋高架下が含まれる

③川寄り下流側 約 4,000 ㎡ ･丸子橋第 1 広場側は平坦で川に向かって傾斜あり

･水面活用不可

④市街地寄り 約 3,000 ㎡ ･比較的平坦で広場側への動線にもなっている

･他の河川利用者や近隣住民に対し特段の配慮

･バーベキュー禁止

※採用決定後の関係機関との調整等を踏まえて、提案内容の修正いただく場合があります。

※対象区域周辺の広場等において、令和元年台風第 19 号の復旧工事を行っている場合があります。
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４ 役割分担 

（１）川崎市 

ア 社会実験全体の総括

イ 河川法に基づく一時占用による公有財産の提供（占用・工作物設置手続きを含む。）

ウ 関係管理者（河川管理者、公園管理者、橋梁管理者、他の占用者）との調整

エ 広報等による支援（本市ホームページ等）

オ 効果・課題等への検証

（２）事業者 

ア 社会実験事業の運営主体

イ 敷地及び設置する施設・設備を含めた維持管理と社会実験終了後の原状回復

ウ 事業の運営（利用の手続、料金徴収、苦情対応等）

エ 利用者への周知・広報・利用率向上に向けた取組

オ 行政課題解決に向けた取組

カ 本市の必要とする各種データ（集計・加工を含む）の本市への提供

キ 満足度等に関する利用者へのアンケート調査の実施

ク 事業報告

５ 事業者要件 

（１）財政状況や経営基盤が健全であること。 

（２）事業者は、常に善良なる管理者の注意をもって事業を遂行すること。 

（３）事業者は、当該事業の全部又は大部分を一括して第三者に委託し、又は請け負わせてはな

らない。ただし、本市と協議を行い、認められたものについては、当該事業の一部を第三者

に委託し、又は請け負わせることができる。 

（４）事業者は、関係法令等の規定を遵守すること。 

６ 費用負担 

（１）本事業の運営に要する費用は、全て事業者負担とし、本市は、補助金、委託料、その他一切

の費用を負担しない。なお、対象範囲の使用料は免除する。

（２）利用料金等で得られた収入は、すべて事業者の収入とする。

（３）資金調達、物価・金利の変動、需要の変動等の事業実施に伴うリスクについては、すべて

事業者の負担とする。
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７ 事業規模 

事業規模は、以下（１）～（４）によるものとし、対象区域の選択や具体的な設備の数は事業の

目的及び継続的な事業採算性確保の視点を踏まえて提案すること。

（１）対象区域は、「３ 対象区域」に示す①～④のうち 1 つを選択できるものとする。ただし、

①～③のいずれかを選択した場合はあわせて④も選択することができる。

（２）社会実験の目的が達成できる規模の敷地面積、設備数を確保すること。

（３）対象区域①に限り、実施状況を踏まえた対象区域の拡大を提案することができ、事業の実

施状況が目標水準以上に達し拡大が必要となった場合は、本市と協議を行い、認められた場

合は対象区域を拡大することができる。

（４）今後の継続的な事業性を見据え、コスト縮減やサービス水準の適正化などについて検討を

行うこと。

８ 運営方法 

（１）事業の運営にあたっては、組織化された運営体制を確立し、適切な人員を配置することな

どにより、安全で円滑に取り組むこと。

（２）出水時には、利用者を安全かつ迅速に避難させるとともに、使用する設備等を速やかに提

外へ撤去すること。

（３）利用者が安心安全に利用できるよう安全・防犯対策を十分に講じるとともに、河川敷利用

のルール・マナー等の理解を深め、適正に河川敷を利用することができるように啓発等を行

うこと。

（４）対象区域は広場等の既存施設や対象区域外用地に近接することから、その利用を阻害する

ことの無いよう十分に配慮すること。

（５）対象区域の除草や清掃などの実施により、多摩川の利用環境向上に努めること。

（６）事故・トラブル等が生じた場合は、迅速かつ適切に対応すること。また、利用者からの問

合せや営業時間外の事故等緊急時対応のため、常時連絡・対応可能な体制とすること。

（７）利用者のケガの補償や損害賠償事故（対人、対物）の補償への対応が可能な提案内容とす

ること。

９ 利用方法 

（１）利用方法は、市民、来街者、外国人など誰もが使いやすく、予約～利用～決済まで簡易で

利便性が高く分かりやすいものとすること。

（２）利用料金の仕様は、個人利用、法人利用、一定時間での利用や一日単位での利用など、多

くの人が利用しやすく適切な料金設定とするものとし、具体的な仕様は、事業の目的を踏ま

えて提案すること。

（３）利用者の個人情報は、川崎市個人情報保護条例（昭和６０年川崎市条例第２６号）等の法

令の規定を遵守し、適正に管理すること。

（４）利用者の利便性向上、事業の利用促進のため、チラシや専用のホームページを準備するな

ど、積極的な広報周知活動を実施すること。
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１０ 運営設備 

（１）堤防内で使用する設備は出水時に計画的に搬出可能なものとし、その搬入搬出や設置方法

などについては他の利用者に配慮したものとすること。

（２）提案内容に火気等の使用や飲食物の提供が含まれる場合は、関係機関等との協議を踏まえ

て適切に取り扱うこと。

１１ 地域連携 

（１）対象区域及びその周辺でイベント等が開催される場合は、その実施に十分配慮し、相互連

携による活性化に努めること。 

（２）オペレーションスタッフとしての市内居住者の雇用や、運営組織の中に市内事業者を組み

入れるなど、本市の経済活性化につながる取組を実施すること。 

１２ 事業報告 

実施・利用状況、その他の事業運営に係るデータを収集及び整理、利用者の満足度等に関する

アンケート調査を実施し、報告書を本市に提供すること。

（１）提出期限

 令和２年１２月２５日（厳守）

（２）報告内容 

・利用状況（予約実績、利用実績等）

・収支状況

・利用者の事故や苦情等

・利用者の満足度等に関するアンケート実施結果

・多摩川丸子橋河川敷における新たな利活用に向けた課題等

・その他、川崎市が指定する事項

１３ 原状回復 

社会実験終了時は、事業者が自らの費用負担において、使用前の状態に回復すること。

１４ 財産の帰属 

本事業において、事業者の負担で構築したシステム、設備等の財産は事業者に帰属するものと

する。

１５ 知的財産権の帰属 

（１）社会実験の過程で生じた知的財産権（著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標権、これ

らの権利を取得し、又は登録等を出願する権利、その他のノウハウ及び技術情報等を含む。

著作権については、著作権法第２７条及び第２８条に定める権利を含む。）及び報告書に含ま

れる知的財産権は、川崎市と事業者双方の共有のものとする。

（２）事業者は、社会実験で得られた知的財産権について、特許出願、実用新案登録出願または

意匠登録出願する場合、川崎市と協議し同意を得なければならない。なお、出願等に係る費

用は、事業者の負担とする。


